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バケツに育てたヒルギ

るが、生徒達は大変感心してよく見でくれる。生物授業 

はやはり"実物1’を見せることである。現在はバケツに 

植えているが、余り格好のよいものではないので近い内 

に適当な容器に植えかえる予定である。

このヒルギは池本忠平先生が昭和59年 8 月 2 日一 6 日 

の日本生物教育会第39回全国大会•沖縄大会の研修で西 

表島で採集されたものである。種名は小苗なので確実に 

はわからないが、葉 •茎の様子から多分ォヒルギであろ 

う。

末筆ながら貴重な小苗を頂戴した池本忠平先生に厚く 

御礼申しあげる。

兵庫県東播磨地方の水生植物追記（2 )

角 野 康 郎

追 記 （ 1 ) (本誌Nal9,1985)では、ため池で新たに 

見い出された水草を報告したが、今回はため池以外の水 

域に生育する水草を5種追録する。

1 . ササバモ

東播磨地方の河川は、直接瀬戸内海に流入するいくつ

かの中小河川をのぞけば、ほとんどが加古川水系に属す 

る。その加古川水系に見られる水草の代表的なものが本 

種である。加古川本流の中流域に相当する西脇市から小 

野市にかけて、特に多産する。

2 . デンジソウ

兵庫県下でもめったに見かけることのなくなったデン 

ジソウであるが、加古 川 （小野市市場町付近）に生育し 

ている。昨 （ 1986)年までは水辺から川の中までかなり 

の群落をつくっていたが、今冬、その場所にブルドーザー 

が入り川底をならしてしまった（その後新しV、工事が始 

まっているわけではないので何のためにここだけそんな 

ことをしたのか今もってわからない）。 そのためにデン 

ジ•ソウ群落は大半が失なわれてしまった。今では、ごく 

わずか残っているのみである。

・ . 4 クリ

今まで当地方のミクリ属植物としては、ャマトミクリ 

しか確認していなかったが、昨年、小野市粟生町付近の 

加古川の一角にミクリが群生しているのに気づいた。 し 

かし、ここもまた、この冬に行なわれた築堤工事によっ 

て被害を受けた。絶滅かと思ったがわずかに残って生育 

している。

4 . ミズハコべ

本種は河川、水路あるいは水田でよく見かけるが、た 

め池では見ていない。 ミゾハコべも同様である。

5 . オオフサモ

本種の野生化が日本で最初に確認されたのは当地方に 

おいてである。 "大正の中頃、須磨遊園地（神戸市須磨 

区一筆者注）の溝の中に大型の「フサモ」が自生”と記 

録されている（山鳥吉五郎「阪神地方帰化植物漫談」、 

兵庫県中等教育博物学雑誌第3号、昭和14年)。 これ 

を牧野富太郎が、当 初 「スマフサモ」と命名して発表し 

たわけである。牧野博士は須磨寺でも見い出したという 

ことだが、現在の同寺にはォォフサモは残っていない。

" 須磨遊園地の溝”もそれがどこをさすのか定かでない 

が、私は、須磨近辺でォォフサモを見かけたことがない。 

どうも消えてしまったようである。

一方、山鳥は先に引用した文献の中で、 “大正9 年、 

明石公園の外堀に繁茂せることを発見し、ハスを減退さ 

せるので除草を企てた”としるしている。こちらの才才 

フサモは現在まで残り、旺盛に繁茂している。但し外堀 

からは消え、公園内部の池に多い。これは自然の分布で 

はないが、オオフサモの帰化の歴史の上からは由緒ある
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場所ということになるので、あわせて記録しておきたい。
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